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転換畑（転換 1 年目）とし，面積は 1760 ㎡である．慣行栽培の条間 80cm で 1 列播種し，
次いで 25cm の条間で 2 列播種し，更に 80cm の条間を取って再び 25cm の条間で 2 列播種す
る複二条植えを繰り返した栽培を行った（第 1 図）．播種日は 6 月 24 日で，播種前に苦土
石灰を 100kg/10a 施用し，播種と同時施用でトクホスカ(N-P-K：各 14％)を 27 ㎏
(3.9kg-N)/10a 施用した．播種量は慣行栽培部と狭畦栽培部を併せて 6 ㎏/10a とした．試
験区は①：慣行の条間 80cm で石膏無施用の試験区（慣行区），②：①の条件で石膏を 100
㎏/10a 株元施用した試験区（石膏区），③：狭畦栽培（条間 25cm）で石膏無施用の試験区
（狭畦区），④：③の条件で石膏を 100 ㎏/10a 株元施用した試験区（狭畦石膏区）および
⑤：③の条件で石膏を 200 ㎏/10a 株元施用した試験区（狭畦石膏 2 倍区）の 5 試験区とし
た．各試験区の面積は，4 ㎡（4m×1m）で 2 反復とした．8 月 5 日に草丈，主茎長，節数お





の生理活性を評価するための指標として根系からの Rb 吸収量を測定した．8 月 5 日に Rb
濃度 40mg/ml のゲル（寒天を 0.4％含む）を，株から 10cm，深さ 10cm の位置に 10ml ずつ
4 ヶ所注入し，5 日後に地上部を採取して植物体あたりの Rb 含有量を定量した．8 月 16 日
に出液を採取し，相対ウレイド法（大山ら 1992）を用いて根粒活性を評価した．収穫は 10
月 4 日に行った．各試験区の１㎡内の株を採取し，平均的な生育をしている 10 株の各収量
構成要素から単位面積あたりの収量を算出した． 



















   
第 1 図 複二条栽培の方法  
第 1 表 狭畦栽培および狭畦栽培下での石膏施用が播種後 47 日の根系生育に及ぼす影響  
試験区 直根乾重 側根乾重 根粒乾重 総根重 直根長 最大根長
（g） （g） （g） （g） （cm） （cm）
慣行区 0.87 ± 0.03 0.52 ± 0.04 0.06 ± 0.02 1.45 ± 0.08 20.1 ± 0.6 29.9 ± 2.6 ab
狭畦区 0.67 ± 0.09 0.37 ± 0.04 0.04 ± 0.02 1.08 ± 0.15 16.9 ± 1.0 24.3 ± 0.1 b
狭畦石膏2倍区 1.00 ± 0.18 0.78 ± 0.14 0.12 ± 0.06 1.90 ± 0.39 22.4 ± 0.8 36.2 ± 0.5 a
LSD(0.05)
平均値±標準誤差(n=2)． *:異なるアルファベット間で５％水準で有意差あり． 調査日：2009/8/10．
n.s *n.s n.s n.s n.s
 
第 2 表 石膏の施用が Rb 吸収量に及ぼす影響  
試験区 Rb吸収量
(g／株）
慣行区 4.44 ± 1.14







狭畦区 4.92 ± 0.09 b
狭畦石膏区 5.34 ± 0.09 b






第 3 表 狭畦栽培および狭畦栽培下での石膏施用が根粒活性に及ぼす影響  
試験区 相対ウレイド値
（％）
慣行区 93.02 ± 0.27
狭畦区 83.76 ± 2.28
LSD(0.05)
平均値±標準誤差(n=2)． 調査日：2009/8/16．
n.s   
試験区 相対ウレイド値
（％）
狭畦区 83.76 ± 2.28
狭畦石膏区 86.30 ± 0.99





第 4 表 収量および収量構成要素  
試験区 総節数/株 莢数/節 粒数/莢 百粒重 収量
(g） (g/㎡）
慣行区 12.5 ± 0.8 1.9 ± 0.1 1.6 ± 0.1 24.1 ± 0.5 119.9 ± 7.5 b
狭畦区 13.1 ± 0.7 1.8 ± 0.1 1.7 ± 0.1 24.1 ± 0.8 227.2 ± 11.0 a
LSD(0.05)
平均値±標準誤差(n=10)． *:異なるアルファベット間で５％水準で有意差あり．調査日：2009/10/4．
*n.s n.s n.s n.s
 
試験区 総節数/株 莢数/節 粒数/莢 百粒重 収量
(g） (g/㎡）
狭畦区 13.1 ± 0.7 1.8 ± 0.1 1.7 ± 0.1 24.1 ± 0.8 227.2 ± 11.0 b
狭畦石膏区 14.7 ± 0.8 1.9 ± 0.1 1.7 ± 0.1 24.4 ± 0.4 308.0 ± 11.3 a
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